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研究成果の概要（和文）：　保育現場における乳幼児の動きの観察に基づく発達支援のために、乳幼児運動分析
技法の自動化を目指す継続研究により、先行研究をふまえた動きのリズムラインの入力装置を用いて、専門家の
データを収集し自動分類プログラム構築に向けた基盤を整えることができた。
　また、情報工学の専門家とダンスセラピストによる共同研究から、機器の仕様感を確認するプロセスにおい
て、「身体的共感」という装置の使用者の身体感覚の問題が明らかとなることで、機器開発における新たな課題
を明らかにできた。
　さらに、自動分類後に保育者が容易に理解するための判定基準の必要性等、本研究をさらに発展させるための
課題を明確化できた。

研究成果の概要（英文）： Continuing research aimed at automating the Kestenberg Movement Profile for
 developmental support based on observation of infant movement in childcare settings has enabled the
 collection of expert data and the establishment of a foundation for the construction of an 
automatic classification program using a movement rhythm line input device based on previous 
research.
　In addition, collaboration with IT specialists and a dance/movement therapist revealed the issue 
of "Kinesthetic Empathy," the physical sensation of the device user, in the process of confirming 
the device's sense of specification, thereby clarifying a new issue in the development of the 
device.
　Furthermore, we were able to clarify issues for further development of this research, such as the 
need for judgment criteria for easy understanding by caregivers after automatic classification.

研究分野：乳幼児運動分析、発達支援

キーワード： 乳幼児運動分析　発達支援　保育現場　ケステンバーグムーブメントプロフィール　ダンス・ムーブメ
ントセラピー

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　既存の発達検査ではなく、日常動作を対象とした遊びや自然なかかわりの中の動きを対象とした技法に焦点を
当てることで、ありのままの子どもの姿から発達課題を見出す基盤づくりにつながる乳幼児運動分析技法の自動
化研究となった。
　また、直接動きを療法として用いる専門家であるダンスセラピストと、これまでアナログ記録であった動きの
データをデジタル化する技術を有する情報工学の専門家との協働は、これまで取り組まれてこなかった現場の課
題に、それぞれの専門性を活かして解決を図る共同研究となった。このことは、今後さらなる協働により、乳幼
児の発達課題のみならず、現場の課題解決につながる研究体制が構築できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、18K02473「保育現場における発達支援のための運動分析技法の自動化に関する研

究」をさらに推し進める継続研究であったため、研究開始当初の保育現場を取り巻く従来の検査

結果には表れにくい“グレーゾーン”のこどもへの対応が課題となっている現状には大きな変化

はなかった。また、欧米においてこの運動分析技法は用いられてきたが、本研究のような情報工

学の専門家との共同研究による自動化研究は、全くなされていないままであった。幸い、当初 3

年間に及ぶ先行研究によって、研究代表者の取り組みが主としてアメリカの同分析技法の研究

者や実践家、およびその教育者へ伝わっており、データ収集などの協力体制は整っている状況で

研究を開始することが出来る状況であった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、分析データをデジタル化するための入力装置の改良とより仕様感の良い装置な

ど、ユーザビリティを向上させる複数の入力装置の開発およびその装置による実際のリズムラ

インのデータ収集と、そのデータに基づく乳幼児運動分析技法（ケステンバーグムーブメントプ

ロフィール、KMP）自動分類プログラムの構築による発達支援の基盤づくりを目的とした。 
  
３．研究の方法 
 （１） KMP リズムラインの自動入力およびデジタル化のための入力装置の改良と新たな方式

の入力装置の開発 

（２）リズムライン入力データの自動分類の基盤となるデータデジタル化のためプログラミ

ング構築 

（３） 開発された入力装置とデータデジタル化のプログラミングによる専門家のリズムラ

インのデータ収集 

（４） 自動分類プログラムに向けた基盤づくり 

 

４．研究成果 

 （１）)改良された入力装置および新たに開発された入力装置 

              

  図１ 指曲げセンサー式入力装置      図２ ペンタブレット式入力装置 

 
 身体感覚により根差した指曲げセンサー式入力装置の改良（図１）と手描きに近いペンタブレ
ット式入力装置（図２）を開発した。 
 

（２）リズムラインのデジタルデータ化 



このような装置によりデジタル化された入力データの例は、次の表１の通りである。これは図

２のペンタブレット式入力装置のデータによるものである。 

 
        表１ 入力装置を用いたリズムラインのデジタルデータ例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）リズムラインのデータ収集 

 実際に専門家のところに出向き、ペンタブレット式入力装置を用いて収集したデータの一例

を図３に示した。 

 

    図３ ペンタブレット入力装置による専門家によるリズムラインデータ例 

 

（４）自動分類プログラムに向けた基盤づくり 

 分担研究者による情報工学の視点から、ペンタブレット入力時の筆圧や画面に対するペン

の角度など複数のデータを加味して記録し、さらに機械学習などで用いられるアノテーショ

ン（テキストや音声、画像といったさまざまな形態のデータに、タグやメタデータを付ける作

業）の概念を取り入れたプログラム構築の基盤が作られた。その概念図を示したものが次の図

４である。 

 

図４ 取得されたデジタルデータとプログラム構築につながる概念図 

 



分担研究者によるプログラム作りに並行して、研究代表者は既存のリズムラインの分類の判

定基準の現状をまとめ（表２）、情報共有することに努めた。 

 

表２ 従来のリズムライン分類の判定基準の一例 

 

 

以上（１）～（４）の研究成果を得る過程で、本研究における新たな課題も明らかとなった。 

それは、こうした入力装置の仕様感に関するユーザビリティの問題である。データのデジタル化

が可能となった入力装置により、従来の手描きデータとほぼ同質のリズムラインを描けるよう

になった（図５）が、使用者としての身体的違和感の課題が持ち上がった。 

 
       図５ 同一記譜者による手描きとデジタル入力のリズムラインの比較 

 

この課題は、当初の研究計画において想定外であったが、改めてその問題をダンス・ムーブメ

ントセラピーにおける「身体的共感」の概念を取り入れ、ユーザビリティの重要性をそのための

開発者と使用者の交流の重要性が示された。 

 

さらにこうした開発が進むにつれ、以下に保育現場でこのようなデータを活用するかという

点を議論する段階となり、既存のデータのデジタル化や自動分類による結果の提示だけでは、ま

だ不十分な点があるという議論に発展した。図６に示した研究成果が将来的にどのように社会

に活かせるかという段階のなった際、データ分析時の「評価」をどのようにするのか、という点

が新たな検討課題として浮上した。現行では、この分析技法の専門家が結果を読み取り、現場に

還元しているが、この読み取りによるここの事例の評価についても、汎用化することで本当の意

味での「新しい発達支援のプログラムの確立」や「支援プログラムの普及」につながることとな

る。こうした、新たな発展的課題を最後に見いだし、次へのつながる研究成果を導くことができ

た。 
  

     
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図６ 保育現場における発達支援のための乳幼児運動分析技法の自動化の研究成果と将来像 
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